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おわりに 

 

昨今、盛んに農村地域の復活を期して６次産業化が検討課題にあがり、本市において

もこの可能性の模索を目的に調査を行うなかで、６次産業化のいくつかの重要なポイン

トを提示してきた。 

６次産業化については、農業振興の起爆剤となる期待が寄せられているが、全国的に

評価される６次産業化の取り組みを導入すれば農業振興の成功につながる、というもの

ではなく、その地域の特性に応じた６次産業化とは何かを知ることが重要で、この地域

版６次産業化を実践していくことが、正しい捉え方であると考えられる。本報告書で述

べているとおり、６次産業化とは定まった成功方式があるものではない。したがって、

本市の農業にはどのような特徴があり何が問題なのか、ここに適した６次産業化とはど

のような可能性が考えられるのか、という視点に立つことが求められる。 

また、６次産業化の活動とは、生産者の理念や理想の具現化や地産地消等の地域貢献

という性質に加えて、一定の利益を追求する経済活動であるとの認識を持たねばならな

い。これは、生産者に経営的な思考・能力を要求するものであり、例外なく本市におい

ても、６次産業化による事業の成功が決して容易なものではないことを意味している。 

そして、本市の６次産業化推進に向けて求められる一歩として、生産者が自らの農産

物を自らの手で売るという意識改革の必要性を提起している。つまり、生産者の自主性

と所得向上が期待されるだけではなく、生産者が自らの農産物を購入する消費者を直接

知り、語らうことの意義も強調されるものである。 

本調査は、生産者や農協を含めた研究会での議論を中心に進められたものであり、生

産者側からの視点、農協からの視点、市側からの視点で現状と課題について認識を共有

のものとしつつ、６次産業化についての理解をしながら、本市における６次産業化の可

能性と問題点を整理した。今後の展開を考えるにあたっては、消費者側からの視点や個

別具体的に地域にあるモノの使い方等を考えていくことが望まれる。 
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◎参考資料 

６次産業化に関する研究会 

 

１ 目的 

草津市の農水産業を取り巻く環境は、農産物の価格低迷や農業従事者の後継者不足問

題など厳しい状況にあり、また、農産物のブランド化や地産地消の機会の構築といった

これからの課題も抱えております。そうしたなか、昨今、６次産業化なる手法に注目が

寄せられているところ、本市においても地域農水産業を活気あるものにする方策を検討

していく必要があります。 

そこで、草津市における６次産業化の可能性を探るため、研究会を開催いたします。 

 

２ 概要 

研究会では、１年目は草津市農水産業の現状・課題整理と６次産業化の可能性を探る

べく、松原先生を招き、草津市はもとより、JA、農水産業に携わる生産者と議論し、６

次産業化に関する理解を深めます。 

  

３ 研究会構成員 

□研究会メンバー 

 氏名 所属 
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７ 岡本 一浩 滋賀県大津・南部農業農村振興事務所農産普及課参事 
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１０ 林 裕史 草津市産業振興部農林水産課Ｇ長 
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１２ 湯浅 圭太 
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草津市草津未来研究所（事務局） １４ 坂居 雅史 

１５ 西村 周馬 

 

 ４ 研究会日程  

 開催日時・場所 テーマ・議題 

第１回 6 月 29 日（金） 

9：00～12：00 

庁舎 8階大会議室 

松原先生による講演 

「農水産業の６次産業化とは

何か、どのように進めるのか」 

第２回 8 月 23 日（木） 

9：30～11：30 

庁舎 101 会議室 

生産者、JA、市から見た草津市

における農水産業の現状と課

題の確認 

第３回 10 月 5 日（金） 

14：00～16：00 

庁舎 502 会議室 

草津市における６次産業化の

可能性について 

第４回 11 月 15 日(木) 

9：30～11：30 

北山田農事集会所 

草津市における６次産業化の

方向性について 

第５回 1 月 24 日（木） 

15：00～17：00 

庁舎 502 会議室 

研究会のまとめ及び調査報告

書案の報告 
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